
STEM REPORT　コスモ SE　2020.8.6 THU
　８月 6日（木）３，４限、コスモサイエンスコース２年生　Science English の授業として
　自然科学研究機構外国人研究者による授業①「サイエンス・イングリッシュ」を実施しました。

　今回の講義は、何とすべて英語！ All English!
　生理学研究所　陳　以珊（CHEN,I-Shan）先生に、研究成果、ご出身の台湾のこと、富士山の
　美しさ、ステイホーム中に筋トレに励まれたことなど、多岐にわたり語っていただきました。
　耳を澄ませ、スライドに食い入り、英語力と科学力をフルに使う２時間でした。

　Zoomを用いた遠隔授業形式で行いました。
　ラボでの実験の様子を中継してくださり、臨場感あふれる授業となりました。

受講生の声：チャネルの開閉の仕組み、GIRK の種類、薬による電位変化など知れば知るほど内容
　　　　　　に興味をもち、面白く感じた。
　　　　　　アフリカツメガエルの卵母細胞はとても小さく、顕微鏡を見ながら扱うのはとても
　　　　　　神経と集中力を使うと思った。
　　　　　　自分の英語力はまだまだだな、と思った。もっと勉強する。
　　　　　　

質問も英語で。

画面越しに。

イオンチャネルは細胞膜上タンパク質


